
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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　平安時代、毎夜丑の刻（午前二時）になると京都三条ヶ森の空に黒雲が立ち昇り、この世のものとは思えない動物が怪異なる声
で鳴くのでした。
　時を同じくして帝の近衛天皇は、原因不明の魔物に取り付かれたように毎夜うめき悩まされていました。
　そこで、弓の名人源頼政は帝の勅命を受け、郎党猪早太を引き連れ頭が猿、身は狸、手足は虎、尾は蛇なる容姿の怪物「鵺（ぬ
え）」を退治する物語です。

第二幕『頼政』（よりまさ）
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　越後の国・上路（あげろ）の山に、山賊退治という勅命を受けた源頼光と渡辺綱（わたなべのつな）は迷い込みます。山中のただ
一つの灯を見つけ、一夜の宿を願います。しかしこの家に暮らす母と子は、都を追われ世を呪い、人々を恨み、上路の山の山賊とな
って悪行を重ねる山姥とその子・怪童丸（かいどうまる）でした。
　山姥と怪童丸は、武勇の誉れ高き頼光と知らず悪事を企みますが、戦いに敗れ、山姥は怪童丸を見捨てて逃げます。しかし、す
ぐ立ち戻り我が身の上を明かし、母の一命に替えて怪童丸の命乞いをします。頼光はこの母子の運命を不憫（ふびん）に思い命を
助け、怪童丸を家来として都へ連れ帰るという物語です。怪童丸は、後に坂田金時（さかたのきんとき）と名乗り、頼光の四天王の
一人となります。

第一幕『山姥』（やまうば）

春木神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　広島県山県郡北広島町春木・平山八幡神社を本拠地とし活動をしております。
　諸説では、江戸時代後期に発足したとされる歴史ある神楽団です。現在では、安芸高田市美土里町の佐々木順三氏作の
新舞を継承しております。また、島根県邑智郡邑南町の雪田神楽団より教えを受けた「安珍清姫」を春木神楽化し、継承して
おります。
　そして、お客様に何か伝わるような舞が出来ればと日々練習に励んでおります。

はるきかぐらだん


